【光学機器製造業】
職種：設計　　職務：ソフトウェア設計

【概要】

　技術仕様に基づき、プログラム及びコーディングにより光学機器用のソフトウェアを設計・開発し、テストを行ってその妥当性を検証する仕事。

【仕事の内容】

　ソフトウェア設計は、要求定義を要求仕様書として作成するところから始まり、外部設計及び内部設計によりプログラム設計書を作成し、その内容をプログラミング（コーディング）し、最後に各種テストによりプログラムの妥当性を検証することが主な仕事である。その際、品質・コスト・納期に配慮しながら目的に沿ったプログラムに仕上げることがソフトウェア設計技術者の仕事である。

　具体的には、各種のプログラミングツールを用いてプログラムを設計し、コンピュータやCAEやシミュレータ等を用いて解析・シミュレーションを行い、設計の妥当性検証を行う。

【求められる知識・経験】

（1） ソフトウェア設計の仕事に就く場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、ソフトウェア工学や情報工学の基礎を十分に身につけていることが前提となる。また、経験者募集の場合には、機械設計に関する一定の実務経験が要求される。

（2） CAD/CAM/CAEを用いた設計の普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、ISOなど品質管理に関する意識や知的財産管理に関する認識を高めることが、設計技術者全体にとって重要となっている。

（3） さらに、上司や同僚のみならず、生産技術部門や製造部門の関係者とも円滑に意思疎通しながら計画的に設計を進めていく能力や、設計目標の達成に向けて粘り強く取り組む姿勢も設計技術者には要求される。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（情報工学部門）〔社団法人日本技術士会技術士試験センター〕

· 情報処理技術者試験〔独立行政法人情報処理推進機構情報処理技術者試験センター〕など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０６１　システムエンジニア 
